
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ヤ
オ
コ
ー
鶴
ヶ
島
店 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
鶴
ヶ
丘
字
仲
丸
前
三
百
三
十
六
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

⑴ 

交
差
点
一
、
交
差
点
三
は
道
路
線
形
の
条
件
が
許
す
な
ら
ば
、
今
に
も
信
号
機
設
置
が
急

務
で
あ
る
ほ
ど
に
交
通
量
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
交
差
点
の
あ
る
二
本
の
主
道
路
を
繋
ぐ
従
道

路
（
市
道
二
二
五
号
線
）
に
面
し
て
本
件
は
立
地
し
て
お
り
、
市
道
二
二
五
号
線
と
鶴
ヶ
島

第
二
小
学
校
東
南
側
沿
道
の
市
道
八
九
九
号
線
（
本
件
の
駐
車
場
を
分
断
す
る
形
で
通
過
し

て
い
る
）
と
が
交
差
す
る
交
差
点
二
に
あ
っ
て
は
、
現
状
、
東
部
保
育
所
（
平
成
三
十
二
年

度
閉
園
予
定
）
の
保
育
園
児
や
鶴
ヶ
島
第
二
小
学
校
（
以
下
第
二
小
学
校
と
略
述
）
の
通
学

児
童
、
年
金
受
給
等
で
鶴
ケ
丘
郵
便
局
を
利
用
す
る
高
齢
者
、
近
隣
の
大
学
（
川
越
の
東
洋

大
学
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
等
）
の
自
転
車
通
学
生
等
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
交
通
弱
者
が
頻

繁
に
横
断
し
て
い
る
。
交
差
点
二
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
調
査
を
踏
ま
え
た
予
測
で
は
、
最

大
二
八
〇
台
／
時
と
あ
る
が
、
交
通
量
調
査
日
時
の
適
切
性
、
一
般
ス
ー
パ
ー
に
比
べ
て
非

正
規
従
業
員
の
多
い
（
個
別
通
勤
の
多
様
性
が
見
込
ま
れ
る
）
本
件
の
営
業
形
態
を
勘
案
す

る
と
、
予
測
値
の
二
〇
台
／
時
以
上
の
変
動
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り

三
〇
〇
台
／
時
と
い
う
警
察
庁
の
信
号
機
設
置
基
準
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。
横
断
者
の

交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
い
と
認
識
し
て
、
信
号
機
設
置
あ
る
い
は
歩
道
橋
等
、
安
全
効
果

の
高
い
物
的
措
置
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

⑵ 

本
件
の
立
地
は
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
弱
の
市
道
四
三
六
号
線
で
第
二
小
学
校
に
隣
接
し
、

本
件
設
置
基
盤
の
地
盤
高
は
、
第
二
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
よ
り
一
・
五
～
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
高
い
。
こ
れ
に
、
本
件
建
物
の
設
計
図
上
の
最
高
部
が
八
・
五
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
実
質
的
に
は
建
築
基
準
法
（
第
一
種
中
高
層
住
宅
専
用
地
域
の
十
メ
ー

ト
ル
以
上
の
建
物
に
適
用
）
の
日
影
規
制
を
超
過
す
る
長
さ
（
三
十
～
四
十
五
メ
ー
ト
ル
程

度
）
と
時
間
（
二
・
五
～
四
・
五
時
間
程
度
）
の
日
影
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

日
陰
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
入
射
光
の
少
な
い
体
育
館
、
冷
水
温
の
プ
ー
ル
等
、
児
童
の
教



育
環
境
に
問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。
建
物
最
高
部
の
平
面
配
置
の
再
検
討
で
日
影
の
影
響
は

緩
和
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

⑶ 

本
件
敷
地
内
の
雨
水
排
水
処
理
は
、
宅
地
内
浸
透
排
水
処
理
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
八

～
十
九
年
頃
に
、
坂
戸
鶴
ヶ
島
下
水
道
事
業
団
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
、
交
差
点
三
付
近
の
下

水
道
幹
線
工
事
、
そ
の
後
の
拙
宅
前
（
本
件
よ
り
八
十
メ
ー
ト
ル
東
方
）
の
下
水
道
支
線
工

事
の
際
の
地
質
の
現
認
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
地
質
は
想
定
さ
れ
た
関
東
ロ
ー
ム
層
の
均
質

な
未
攪
乱
層
で
は
な
く
、
鶴
ケ
丘
地
区
の
戦
後
開
拓
に
伴
う
造
成
残
土
（
砂
礫
）
や
畑
土
（

ク
ロ
ボ
ク
）
が
混
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
類
推
す
る
に
、
本
件
の
地
盤
地
質
も

関
東
ロ
ー
ム
層
の
均
質
な
未
攪
乱
層
と
は
考
え
づ
ら
く
、
水
道
（
み
ず
み
ち
）
の
予
測
し
づ

ら
い
不
均
質
土
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
水
平
距
離
が
短
く
、
高
低
差
の
あ
る
第
二
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
、
本
件
宅
地
内
排
水
処
理
水
の
地
下
浸
透
を
経
た
漏
水
が
懸
念
さ
れ
る
。

浸
透
升
の
配
置
を
検
討
し
て
浸
透
路
長
を
長
く
す
る
、
一
時
貯
留
タ
ン
ク
の
容
量
を
大
き
く

し
て
浸
透
負
荷
を
適
時
小
さ
く
す
る
、
あ
る
い
は
遮
水
シ
ー
ル
ド
を
設
置
す
る
等
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。 

⑷ 

鶴
ケ
丘
地
区
の
中
核
施
設
で
あ
る
第
二
小
学
校
の
イ
チ
ョ
ウ
（
市
道
四
三
六
号
線
沿
道
）

や
サ
ク
ラ
（
市
道
八
九
九
号
線
沿
道
）
の
並
木
は
、
戦
後
開
拓
に
始
ま
る
地
域
の
景
観
形
成

の
要
で
あ
る
。
昼
間
の
遮
光
で
萎
凋
し
、
夜
間
の
人
工
光
（
防
犯
灯
な
ど
）
で
徒
長
し
、
漏

水
に
よ
る
地
下
水
位
の
上
昇
で
根
腐
れ
す
る
こ
と
等
に
よ
り
樹
勢
を
失
い
、
虫
食
い
や
開
花

不
全
を
経
て
や
が
て
は
枯
死
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。 

⑸ 

旧
養
命
酒
工
場
側
へ
開
放
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
空
が
、
校
舎
、
体
育
館
、
本
件

建
物
で
囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
そ
の
他
緊
急
航
空
機
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

の
進
入
・
退
出
路
が
、
第
二
小
学
校
東
南
部
の
住
宅
密
集
地
上
空
と
な
り
、
墜
落
等
の
二
次

災
害
に
懸
念
が
あ
る
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

 


